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取材するよう命を受け（『東京日日新聞』・『大阪毎日新聞』1936年 2 月8 月），外遊した横光が帰
国後，初めて書いた短篇小説『厨房日記』（『改造』1937年 1 月，『歐洲紀行』（創元社，1937年 4
―  ―
2『歐洲紀行』（創元社，1937年）に所収された1936年 6 月12日の横光の日記には，岡本太郎と共にフランス
・モンマルトルにあるトリスタン・ツァラの家を訪ねたという記述がある。そこで横光は女流詩人 4, 5 人
（名前記載なし）のほか，『遊びと人間』を執筆したロジェ・カイヨワや彫刻家のジャコメッティとも会って
いる。（横光利一『歐洲紀行』『定本横光利一全集 第十三巻』河出書房新社，1982年，pp. 349350)
3 中條百合子「「迷ひの末」―「厨房日記」について」『文芸』改造社，1937年 2 月，pp. 9799, p. 101
4 河上徹太郎「横光利一とともに」『河上徹太郎著作集 第二巻』新潮社，1981年，p. 105, pp. 107108, pp.
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